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えられるので、葉酸生合成の中間体であるDihydroneopterin (DHN) とp-Amino benzoic
 acid (PABA) を定量化したところ、DHNは1.6倍増加し、PABAは1.4倍増加した。こ




































いて評価した。そこで、モノリスカラムを細径化することで、Multiple Reaction  
Monitoring (MRM) におけるLC-MSの検出感度を上昇させることを目指した。 
初めに、BSA消化物から得られるペプチド断片から感度の高い10個のペプチドを選
択しMRMメソッドを作成した。内径が100 µmで2種類の長さ (500 mmと1000 mm) 
のモノリスカラムを用いてBSA消化物を分析し、長さの違いによる分離効率の影響を
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ピークキャパシティを用いて評価したところ、カラムを長くすることで分離効率が1.8
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